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2022年度

大分県看護連盟会員数
◆連盟会員　３，０５０名

＊特別会員含む

◆賛助会員　　　　２９名
◆学生会員　　　　　２名
（2023年１月現在）

別府公園の竹林 南立石公園のしだれ梅

鶴見岳山頂からの日の出

鉄輪の湯けむり

鶴見岳山頂の霧氷

明けまして
 おめでとうございます

本年もどうぞよろしく
　　お願い申し上げます



公益社団法人
大分県看護協会

会長　大戸　朋子

　新年あけましておめでとうございます。会員の皆様にはお健やかに新年を迎えられた
こととお慶び申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症は未だ収束の見込みがなく、医療現場では年末年始も絶え
間なく医療・看護が提供されており、最前線においてご活躍の皆様に感謝と敬意を表し
ます。
　さて、2022年度は第26回参議院議員選挙が行われ、看護連盟と看護協会の連携強化に
向けた会議が、これまでになく開催されました。看護職の代表を国会に送ることができ
て、現場の声を国政の場に届けていただいていることは嬉しい限りです。
　また、看護職員の処遇改善では、看護職員処遇改善評価料の新設、更には国家公務員
医療職俸給表（三）の見直しが行われました。この点も議員のご活躍の賜物です。これを
契機に国家公務員以外にも、公的・民間医療機関に勤務する看護職員の処遇改善に取組
むチャンスです。
　日本看護協会と都道府県看護協会は、今後各県で看護管理者、事務長、人事担当者等
を対象に看護職の賃金見直しに関する勉強会を開催予定です。看護の重要性と役割に見
合った給与体系の導入に向けて共に頑張りましょう。今年もご支援・ご協力をお願いい
たしますとともに、会員の皆様のご健勝と益々のご活躍を祈念申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。新春を迎え、会員の皆様におかれましてはご
健勝のこととお慶び申し上げます。
　３年に及ぶ新型コロナウイルス感染症がなかなか収束しない状況の中、今なお新型コ
ロナウイルス感染症への厳しい対応が続いています。看護職の皆様の日々の献身的な努
力に敬意と感謝を申し上げます。
　昨年の第26回参議院議員選挙では会員の皆様をはじめ多くの方々にご支援とご協力を
いただき、友納理緒議員を誕生させることが出来ました。改めましてお礼申し上げます。
　さて、昨年の11月18日には、看護職の方々の努力が国政に届き、看護協会と看護連盟
と看護職代表の国会議員が精力的に動いていただいたことで、国家公務員医療職俸給表
（三）の級別標準職務表の見直しが公表されました。画期的な改正で、今後より多くの看
護現場で看護の専門性と役割の重要性に見合った賃金体系の導入と処遇改善が進むこと
を期待したいと思います。
　引き続き看護協会と看護連盟は連携を取りながら、協働して課題解決を図れるよう活
動してまいりたいと思います。
　本年はウサギ年です。ウサギは平和と飛躍の象徴です。会員の皆様にとりまして平和
で更なる飛躍の年になりますよう心からお祈り申し上げます。

ごあいさつごあいさつ

大分県看護連盟
会長　寺沢　操

　新しい年を迎えて
　謹んで新春のお慶びを申しあげます。
　昨年の８月１日から日本看護連盟会長代行の重責を担って活動しております。
　2022年は看護職代表の「とものうりお」氏を国政の場に送ることが出来ました。大分
県看護連盟会員皆様の活動の賜物です。ありがとうございました。友納議員は当選から
４か月後には参議院厚生労働委員会で看護政策について質問しました。初質問なのに
堂々と発言をしている友納議員に思わず拍手をしました。その質問に答えるかのように
私達の悲願でありました、国家公務員医療職俸給表（三）の級別標準職務表を改正する人
事院規則が公布されました。「いわゆる寝たきり給与表」が改正されたのです。管理的
立場にある看護師や特に高度の知識経験を持つ看護師給与が、高い職務級に昇格できる
ことになりました。長年の活動の積み重ねが実を結びました。素晴らしいことです。
　今年の干支は「卯（うさぎ）」年です、ぴょんぴょん跳ねるうさぎのように生き生きと
連盟活動を継続させましょう。

日本看護連盟
会長代行　冨田　きよ子
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参議院議員
石田　まさひろ

　大分県看護連盟の皆様、あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、新
年を健やかに迎えられたことと存じます。新型コロナ禍における多くの困難の中、地域の
健康を守るために力を尽くされている皆様に心より感謝と敬意を申し上げます。
　国会において、議院運営委員会理事、厚生労働委員会委員、参議院自民党国会対策委員
会副委員長を拝命致しました。国会運営が円滑に進むよう交渉役として走り回ると共に、
引き続き、厚生労働政策を推し進めて参ります。
　昨年11月、国家公務員看護職の俸給表である医療職俸給表（三）の昇級基準の改正が公表
され、長年の課題であったキャリアアップに伴う処遇が改善されます。各病院でも、改正
に追随するよう、給与表の見直しに取り組んで欲しいと思います。
　皆様が「今日も良い看護ができた」と実感できる環境づくりのために引き続き尽力して
参ります。本年も宜しくお願い申し上げます。

衆議院議員
たかがい　恵美子

　初春の穏やかな日和に皆様の麗らかな笑顔が重なります。大分県看護連盟の皆様におか
れましては、平素変わらぬご厚情に心から感謝を申し上げます。
　働き盛り世代が急減する中での子育て支援をはじめ、我が国は今、物質的豊かさの追求
から人生100年に渡る尊厳重視へ、公共政策の関心が大きく転換しつつあります。自民党で
は昨夏の内閣改造後に人生100年時代戦略本部を廃し、新たに社会保障制度調査会を強化し
て、全世代を視野に入れた次代の制度体系について議論を始めています。役員の一人として、
性差に着目した科学的な健康支援も積極的に取り入れ、幸せに齢を重ねることのできる近
未来の地域づくりに取り組んで参ります。
　穏やかならざる世情の鎮撫を願い、また各地で活躍する皆様のご健勝を祈念し、新年の
ご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。本年も、地元岡山から、元気に活動を開始いた
しました。元日のすがすがしい朝の空気は、いつでも初心を思い起こさせます。今年も地
域の皆さまにご挨拶しながら、全世代型社会保障の実現への決意を新たにいたしました。
時代は大きく動いています。特に昨年は世界情勢の変動による物価高、更なる技術革新、
コロナ禍によるＤＸ化の推進など、多くの事柄が急速に変化しました。このような変化を
看護業務の効率化、看護の専門性の向上、地域医療の推進にどのように繋げられるだろうか、
といつも考えています。限られた人員で質の高い看護を提供できる環境整備に努めてまい
ります。
　いつの時も、看護の最前線は臨床であり、病院や在宅で看護ケアを提供する皆さまです。
政策立案の基本となるのは、現場の声です。人や社会を支える看護が、時勢にもとづいて
変革していくことを貴連盟の皆さまと一緒に支えてまいりたいと存じます。

衆議院議員
あべ　 俊子

参議院議員
友納　理緒

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。コロナ禍、様々な局面で命と向き合い、看護を提
供して下さっている皆さまに心より感謝申し上げます。
　昨年は皆さまから力強いご支援を賜り、国会に送り出していただきました。10月から始
まった臨時国会では、厚生労働委員会において，感染症法（11月17日）と障害者総合支援法
など（12月６日）の改正案に対する質問に立ちました。日ごろ皆さまから伺うさまざまなお
話をもとに、法案がより良いものとなるように質問をさせていただきました。本国会中には、
長年の懸案事項だった国家公務員医療職俸給表（三）も改正されました。声をあげれば変わ
ることがあります。皆さまの声をしっかりと国政に届ける役割を今後も果たして参ります。
　本年４月に「こども家庭庁」が創設されます。こどもの命を守るため、妊娠前からの切
れ目のない支援を行うため、看護職には大きな役割が期待されます。
　看護の明日をともにつくりましょう。本年もどうぞよろしくお願い致します。
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　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、参議院議員選挙で看護協会と看護連盟が応援した、友納理緒さんが当選しうれしい年でした。
協力、応援していただいた皆様、ありがとうございました。しかし、私にとっては、久しぶりの選挙活
動でとても大変だったというのが率直な感想でした。　　　
　また、昨年10月より診療報酬で看護処遇改善評価料が新設され、医療職俸給表（三）の改正内容が公表
されました。長年、行政職俸給表との差を疑問に思っていたので、やっとここまできたかとうれしい限
りです。このことは、国会にいる看護職の代表の功績だと理解していますし、看護連盟の組織力の強化
が重要と再認識しています。
　支部長として、２年目ですが、力不足で、これまで、その役割を十分果たせているとはいえません。
2023年、再度新たな気持ちで、会員確保に向け活動したいと思います。
　今年もよろしくお願いします。

　明けましておめでとうございます。
　昨年は３年間に及ぶ新型コロナウイルス感染がまだ猛威を振るい長期化しています。その中の医療最
前線で、看護職・医療従事者の皆様に敬意を表します。
　第26回参議院議員選挙では、友納理緒氏が当選され、本当におめでとうございました。これは、看護
協会と看護連盟が連携・協力し一体となり、看護職の組織力強化できた結果と思います。「看護の明日
をつくる」「看護を守ることはいのちと生活を守ること」この友納理緒氏のスローガンをこれから私た
ち一人ひとりがよく考え行動を起こすことが大切と思います。昨年の選挙で、たくさんの方から協力い
ただいたのですが、もう少し若い人たちからの支援が欲しいと感じました。看護職給与の改正内容が公
表されましたが、まだ、まだ一般職の人たちと比較すると低さを感じます。若い人たちが看護連盟に入
会することによって質の高い看護を実施し、みんなで現場を変えるように頑張りましょう。

　明けましておめでとうございます。
　昨年は第26回参議院議員選挙がありました。それも短期決戦でしたので、会員の皆様には大変ご迷惑
をお掛けしました。
　今回、看護連盟未加入施設には特に看護協会の協力を得ることができました。その結果、看護連盟・
看護協会の協働により、大分県は会員以上の票を得ることができました。これからも会員増に努めて、
次回の選挙に向けて頑張りたいと思いますので、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　謹んで新春のお慶び申し上げます。
　今年度、支部長を拝命致しました。大分県看護連盟の活動に携わることで看護連盟が職場環境の改善、
看護職の地位向上に真摯に取り組まれていることにあらためて頭がさがる思いで一杯になりました。同
時に諸先輩方が残してくれた看護の歴史に感謝の思いを深くした一年でした。友納理緒参議院議員の選
挙中の言葉「看護をまもることは、いのち　生活をまもること」を胸に、次年度も看護連盟の活動に励
みたいと思います。皆様のご理解とご支援をお願いいたします。
　今年こそはコロナ禍が終息し、皆さまと穏やかな日常が取り戻せますよう祈念申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　2023年の幕開けとなりましたが、新型コロナウイルス感染症は続き看護職の皆様は気を緩めることな
く医療に従事する日々が続いていると思います。常に患者さんのそばで献身的にケアに携わる看護師の
皆様のご活躍に敬意と感謝を申し上げます。
　さて、昨年の第26回参議院選挙においては支部長として初めての選挙活動となりました。地区幹事を
はじめ地区支部の会員の皆様、それぞれの施設の看護協会会員の皆様のご協力を得て友納理緒参議院議
員を誕生させることができました。まさに、看護職が一丸となり看護の声を政界に届けることへの一歩
だと思います。
　これからも多くの現場の声を聞き、一人でも多くの会員を増やせるように活動してまいります。今年
もどうぞよろしくお願いいたします。

　あけましておめでとうございます。
　コロナ禍最前線で頑張っている看護職の皆様に感謝申し上げます。クラスターと報道されるたびにど
うか早い鎮静をと祈るばかりです。
　本年は、統一地方選挙の年です。看護問題議員連盟の活躍が発揮される年でもあります。多くの問題
を提言し、看護職の処遇改善レベルアップを目指してほしいと考えます。
　ポリナビワークショップでの盛り上がり、若者・子育て世代の活躍に期待します。新人教育に看護現
場の問題を大いに発信しましょう。
　看護大学新設の動きが大分県にも出てきたようです。看護のレベルアップのために大学教育が必要で
す。今後とも行政に働きかけ大分県の看護現場が向上していけますよう大いに跳ねていきましょう。

国東・杵築・日出地区支部
髙井　伸子

別府地区支部
北條　眞理江

大分北部地区支部
後藤　典希子

大分北部第2地区支部
生野　秀子

大分南部地区支部
神取　美恵子

大分南部第2地区支部
安藤　絹枝

　　　　支部長あいさつと　　　　　　　支部長あいさつと　　　　新新　年年　のの　抱抱　負負
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症から４年目に入ろうとしています。この長い間、患者さんの側で献身的に
ケアに携わられている看護師の皆様に、感謝と敬意を表します。
　昨年７月の参議院選挙では、「とものうりお」議員が初当選できました。これも皆様のご支援・ご協
力のおかげと思っています。新型コロナウイルスが収まらない中での選挙戦ではありましたが、支部役
員の皆様、施設代表者の方、会員の皆様、本当にありがとうございました。
　看護職の諸先輩方が60年以上看護連盟の活動をされてきて、今があります。「届けよう看護の声を！！
私たちの未来へ」現役の看護職の皆様、看護職を目指している方がより働き安い環境になるため、「政
治の力は頼もしい」こと、連盟の活動の必要性を伝えていけるように頑張りたいと思います。今年もよ
ろしくお願い致します。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、第26回参議院議員選挙の年であり無事、友納理緒氏を国政の場に送り出すことができました。
ご支援ありがとうございました。
　私自身、初めて選挙活動に参加し、看護連盟と看護協会が更なる協働活動を展開させながら、看護職
員の賃上げによる処遇改善を絶対に進めていくのだと言う強い信念と行動力を肌で感じることができ、
胸熱き思いで活動させて頂きました。コロナ禍で十分な訪問ができませんでしたが地区訪問での皆様方
の温かい声援が何度も励みになりました。心より感謝しております。
　さて、今年度もコロナ禍による不安と緊張の生活は続くようにあります。このような時こそ、現場の
声をお聞きしながら少しでも多くの皆さんの声を国政に届け続けられるようにしていきたいと思ってい
ます。皆様方にお会いするのを楽しみにしております。
　今年度も、どうぞよろしくお願い致します。

　新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
　一向にコロナは落ち着くことなく、現場も緊張した毎日が続き、看護職の皆さんもストレスを抱えな
がら日々の業務携わっていると思います。本当にお疲れ様です。
　昨年は、第26回参議院議員選挙に看護連盟・看護協会が一丸となって取り組み、看護職の代表を政界
へ送り出すことができました。連盟会員の皆様の協力があったからこそ成し遂げることができたと思い
ます。今後も看護連盟の活動にご協力をいただき、一人でも多くの看護職が連盟に入会していただける
ように取り組みを行ってきたいと思います。
　看護職が安心して働ける環境を整えていけるように、幹事長、施設連絡員と情報交換を行い取り組ん
でいきたいと思います。

　謹んで新年のお慶び申し上げます。　
  2020年に発生したコロナ感染も治まる事を知らず、医療・介護の現場はとても厳しい環境の中で働か
ざるを得ない状況です。昨年は大分県看護連盟創立60周年記念行事と第26回参議院選挙と大きな行事が
重なった年でした。第26回参議院議員選挙では街宣車イエローカー（石田まさひろ参議院議員、日本看
護協会鎌田久美子常任理事同乗）が佐伯・津久見・臼杵・大分・別府を駆け巡り日曜日ではありましたが、
国会議員・県会議員・市会議員・病院院長先生と会員の皆様の暖かい声援により、見事当選することが
できましたことに心より感謝申し上げます。10月より診療報酬改定による看護職処遇改善評価料が新設
されましたがすべての病院で算定できることを期待しています。コロナ収束を願いつつ会員皆様にとっ
て今年が良い年になりますようご祈念申し上げます。

　謹んで新年のお慶び申し上げます。
　昨年7月の第26回参議院議員選挙では、無事に友納理緒氏を国政の場へ送ることができました。例年
に比べ短い期間での選挙活動でしたが、会員の皆様をはじめ、応援していただいた方々のご支援、ご協
力に心から感謝申し上げます。
　参議院選挙を振り返ると、大分県看護協会長及び、会員の皆様方のご協力が得られたこと、そして今
回は、由布市議会議員からもたくさんの応援名簿を頂けたことで、短期間の選挙活動でしたが、得票数
を上げることができました。本当にありがとうございました。
　今年は、友納理緒氏をはじめ、看護職代表議員の政治活動を会員の皆様へ伝えていきながら、引き続
き、看護職一人ひとりに向けて看護連盟に関心を持ってもらうことを目標として「看護と政治」につい
て理解して頂けるように取り組んでいきたいと思います。
　本年もよろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、次々とコロナ禍が押し寄せてきました。またウクライナの戦争も悲惨な状態が続いておりま
す。国内でも世界平和統一家庭連合（旧統一教会）の問題があり、年末に悪質勧誘にかかる救済法が成立
して一応の対策がとられたところであります。
　コロナ禍では基本的な感染予防がとられておりますが今年も収束する気配がありません。
　医療介護の現場の皆様には、日々の業務が煩雑になって大変なことと思います。皆様の奮闘している
姿に感謝します。
　第26回参議院議員選挙では、看護連盟と看護協会の協力により、とものうりお氏を国会に送ることがで
きました。今後、看護職の地位向上・身分保障などの諸問題に取り組んでいただくことを期待しています。
　今年も看護協会が推進する看護政策実現のため、看護協会と看護連盟が一体となり活動していきま
しょう。

竹田・豊後大野地区支部
山本　博美

豊後高田・宇佐・中津地区支部
筒井　久美

玖珠・日田地区支部
長谷　あけみ

臼津・佐伯地区支部 
木許　ミチ

由布地区支部
後藤　由貴子

OB会支部
佐藤　たみ子

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　　　　支部長あいさつと　　　　　　　支部長あいさつと　　　　新新　年年　のの　抱抱　負負
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2022年度大分県看護連盟県別会議
日　時：令和４年10月２日（日）13：30～15：00　
会　場：大分県看護研修会館（２F）第１研修室（ハイブリッド方式）
参加者：25名　
　　　　日本看護連盟　幹事長　近藤　美知子（ZOOM）　　　　　
　　　　大分県看護協会　会長　大戸　朋子
　　　　大分県看護連盟　（役員10名　支部長10名　オブザーバー３名）　
＜議事内容＞　　
Ⅰ．報告事項 
    ・日本看護連盟　　第26回参議院選挙経過と結果、総括
    ・大分県看護連盟　第26回参議院選挙経過と結果 
Ⅱ．検討事項                       
 　  １．大分県看護連盟の総括
        １)看護協会との連携・協力について
        ２)自民党県連、地方議員との連携について
        ３)青年層、OB層の活動について
        ４)投票行動促進　期日前投票の推進、投票確認について
        ５)インターネットやSNSの活用推進について
     ２．得票数増加に繋がった内容について
     ３．今後の課題について
＜総　　括＞　（近藤幹事長）
　大分県の選挙の成果の原因を聞きながら考えていたが、やはり人間関係
力と考える。議員・看護管理者とコミュニケーションがうまくいっている。管理者の理解があることがパワーアップにつ
ながる。管理者の働きかけがスタッフを動かす。
　大分県看護連盟は、ネットワーク・チームワークがよい。積極的に活動している印象を受けた。

大分県看護連盟リーダー（支部幹事•施設連絡員•病棟連絡員）セミナー

日　時：令和４年10月31日（日）10：00～15：30
会　場：大分県看護研修会館（３F）大研修室（ハイブリッド方式）
参加者：97名（会場51名、ZOOM46名）
　「大分県看護協会の取り組み」　大分県看護協会会長　　大戸　朋子
　「大分県看護連盟について」　　大分県看護連盟会長　　寺沢　操
　「大分県看護連盟支部の役割」　大分県看護連盟幹事長　松本　初美
　「大分県看護連盟青年部Nurse-ful委員会について」     
　　　　　　　　　　　　青年部Nurse-ful委員会委員長　飯田　裕也
意見交換会　「連盟活動とリーダーの役割について」
特別講演
テーマ：「看護と看護政策」～処遇改善を中心に～
講　師： 参議院議員  友納　理緒　

友納議員を囲んで

参議院議員  友納　理緒

意見交換

参議院議員選挙のふりかえり

本部より近藤幹事長がZOOM参加

リーダーセミナーに参加して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  村上記念病院　松井　健太郎
　私は、社会人から看護の道へ進むことを決め看護師になり、３年が経ちました。今は療養病棟で多忙な日々を過ごしてい
ます。今年度より青年部Nurse-full委員会に参加させていただくことになり、看護と政治について考えるきっかけとなりまし
た。看護師として働くなかで「もう少し人員に余裕があれば・・」「もう少し業務の負担が減らないと体力的に・・」「もう
少し給料が良ければ・・」など“もう少し”と改善を望む声を耳にすることが増えてきました。私たちの働く環境は法律で定
められているため、いくら現場で“もう少し”を望んでも働く環境が変わりません。そのためにも現場の声を届ける必要があり、
日々看護師の処遇改善のために活動して下さる、友納理緒先生のような存在を更に政界進出に向けて支援する活動が必要で
あると感じました。私自身青年部として政治に興味を持ち多く広め、看護師という職をより良いものとする活動に関わって
いきたいと思いました。

姫だるまを贈呈
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日　　時：令和４年11月22日（火）10：00～12：00
会　　場：大分県看護研修会館　（２Ｆ）「第１研修室」
参 加 者：21名（県議会議員14名、看護協会４名、看護連盟３名）
開会挨拶　大分県議会自由民主党看護議員連盟会長　嶋　幸一　
　　　　　大分県看護連盟会長　 寺沢　操
講　　義　テーマ：「新型コロナウイルス感染症に係る感染管理について」
　　　　　講　師：大分県立病院　看護師長・感染管理認定看護師
　　　　　　　　　大津　佐知江　
看護体験：衛生学的手洗いと防護衣の着用
意見交換
閉会挨拶　大分県看護協会副会長　玉井　保子
<アンケート結果>
・感染管理認定看護師に大変詳しく説明いただき、コロナ禍での対応がよく理解できました。看護師さんのご苦労にあらた
めて敬意を表します。

・第１波から第７波までの看護現場の状況がよく分かった。大変さは理解しているつもりでも、実際は想像以上です。改め
て医療従事者の皆様に感謝いたします。

・職務使命とはいえ、看護師・医師の皆さんの処遇改善の重要性を行政としてしっかり対応していかねばならないと思いま
した。

大分県の看護を考える会「会員議員の看護体験」

日　時：令和４年９月20日（火）13：00～16：00
会　場：JR博多シティ　会議室（10F）（ハイブリッド方式）
参加者：47名（大分県より６名）
Ⅰ　開会挨拶
　　九州ブロック協議会会長・長崎県看護連盟会長　久米　春代
Ⅱ　第26回参議院議員選挙結果と各県の取り組み　　　　　　　　　　
　　１）各県青年部からの報告　　　　　　　　　　　
　　　　大分県担当：佐藤　みなみ（ZOOM）
　　２）第27回参議院選挙へ向けての提言（全体討議）
Ⅲ　閉会挨拶
　　九州ブロック協議会副会長・熊本県看護連盟会長　矢野　メリ子

研修会に参加して　　　　　　　　　　　　 大久保病院　馬場　夕耶莉
　第26回の参議院選挙の振り返りを行った。各県の青年部が活動報告、
今後の課題について発表を行いその後意見交換を行った。中でも印象に
残ったのは、選挙投票シミレーション動画の作成を行なっていた県で
あった。青年部が主体となり選挙の一連の動きを動画にし、研修等で参
加者に見てもらい選挙の促しを行っていた。意見交換を行うことで各県
の活動を知るとともに、次回行われる第27回参議院選挙に向けて今回の
反省を活かしていかなければならないと思った。

九州ブロック協議会看護連盟会長・副会長・幹事長・青年部研修会

感染管理の講義

青年部の発表

ディスカッション

衛生学的手洗いの体験 防護衣の着脱体験
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2022年度九州ブロック看護管理者等政策セミナー
日　時：令和４年11月17日（木）・18日（金）
会　場：ホテル日航オアシスタワー　１日目　孔雀の間　　２日目　紅梅の間
参加者：１日目　73名（大分　20名）　２日目　68名（大分　18名）
<１日目>
〇講演：「日本看護協会の重点政策と重点事業」
　講師：日本看護協会　常任理事　鎌田　久美子
〇講演：「看護基礎教育の現状と課題」
                 ～看護職が政治力を持つことの意味と重要性～
　講師 ：大分県立看護科学大学 　　理事長・学長　村嶋　幸代
〇国政報告と看護政策～政策実現に向けた取り組み（オンライン）
　講師：参議院議員　友納　理緒
<２日目>
〇講演：看護の未来を創るー看護連盟と看護政策ー
　講師：日本看護連盟 常任幹事　柳谷　博幸
〇国政報告（ビデオ）
　講師：衆議院議員　髙階　恵美子
〇第26回参議院選挙の振り返り
　　宮崎県・鹿児島県・沖縄県・大分県
〇グループワーク
  テーマ：第26回参議院選挙での看護連盟と看護協会の連携・協働について

政策セミナーに参加して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新別府病院　稲田　志信
　九州ブロック看護管理者等政策セミナーの目的は、１）トップリーダーとして組織を強化し、自律した組織、会員を育成
する。２）看護管理者等の政治への関心を高める。この目的のもとに看護協会常任理事の鎌田さん、県立看護科学大学理事長・
学長村嶋先生のご講演があり、参議院議員友納理緒先生から国政報告が11月17日にあった。
　翌18日には、看護連盟常任理事の柳谷さんのご講演と衆議院議員の高階恵美子先生の国政報告、九州各支部の参議院選挙
の振り返りがあった。その後グループワークで参議院選挙での看護連盟と看護協会の連携・協働について話し合った。
　看護協会と看護連盟は、お互いの仕事を分担しながら、共同して活動し問題解決を図っている。
　私たち看護職が役割発揮し看護ケアをつなげて人々の健康と生活を支えていくために看護の専門職として活動できること
が大切であり、そのためには現場の問題を解決するために必要な法律を変える根拠ある主張を看護協会が政策提言活動を行
い、その政策を国会で議論する政治力を発揮するために看護連盟が政治活動を行っている。
　いま、私たちはこの基本に戻って看護連盟、看護協会が一つになって「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」のスロー
ガンを達成することが大切だと学んだ。

各県発表者

会場の様子

グループワーク
オンライン参加の友納理緒参議院議員と共に

日本看護協会常任理事
鎌田　久美子

大分県立看護科学大学
理事長・学長
村嶋　幸代

日本看護連盟常任幹事
柳谷　博幸

衆議院議員
髙階　恵美子
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日　時：令和４年12月３日(土)13：00～15：00(オンライン会議)　参加者３名
目　的・ブロック内の青年部がそれぞれの課題と解決策を共有する。
　　　・青年部としての目標や方針、計画について共通認識を持つ。
　　　・ブロック内での顔の見える関係性の構築を行い、連携を図る。
<感想>
・青年部の若返り、連盟会員の増員、意見の活発化、各部長とのコンタクト
が不足している。

・各病院の所属部署が青年部の活動を知らずに知名度は低い。
・SNSの活用が必要。
　沖縄はインスタグラムやLINEを活用して広めているが､責任の所在をどうするか
　今後の課題。
・青年部の活動内容の他県のいいところを参考にしていく。
・大分県青年部の現状や取り組みについて、情報ツールを活用してどの様に
広めていくかが課題。

第２回青年部ブロックミーティング

日　時：令和４年12月４日（日）13：00～15：30　　
会　場：大分県看護研修会館（３F）大研修室（ハイブリッド方式）
参加者：59名(会場32名　ZOOM27名)
第一部　出前ポリナビ『看護連盟について』　講師  青年部Nurse-ful委員　　　　　　　　
第二部　特別講演「キャリア形成とワークライフバランス」
　　　　　　　　　～個性を活かした多様な働き方～
　　　　講　　師　訪問看護師　インスタグラマー
　　　　　　　　　伊東　明日香　

ポリナビワークショップinおおいたに参加して　　 帰巖会みえ病院　板井　樺琳
　新人看護師としての９ヶ月間を通して、私の勤めている病院では１年目は２つ
の病棟と外来の計３箇所をローテンションで研修し、その中で１番興味があった
病棟で現在は勤務させていただいています。しかし、今回講義していただいたお
二人は手術室看護師、訪問看護師と私が経験したことのない分野だった為とても
興味がありました。現在は病棟勤務をさせていただいているのですが、いずれは
お二人のように病棟以外の部署や事業を経験したいと感じました。
　また、今回の伊東さんのテーマであったワークライフバランスではどちらかが
偏るのではなくどちらもを楽しむことが大切だと感じました。私も現在の職場は、
先輩方のおかげでまだまだわからないことが多い毎日で大変ですが楽しく仕事を
することができています。また休日は友人や家族と思う存分楽しむようにしてお
り、社会人になりワークライフバランスの大切さを身にしみて感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分県済生会日田病院　　宿利　達哉
　今回、初めて第12回ポリナビワークショップに参加させていただきました。
第一部の「看護連盟について」では政治について難しい話をされるのかなと思っ
ていましたが、わかりやすく簡潔に看護連盟、看護協会の活動について教えてい
ただきました。看護師の制度を変えるためにはこの二つの組織はとても大切であ
るということが分かりました。私たちの声を届けるためにも、政治に興味を持ち、
私たちが動くことによって、看護の未来を明るくする事が出来ると思いました。
　第二部では、訪問看護師・インスタグラマーである伊藤明日香先生による
「キャリア形成とワークライフバランス」～個性を活かした多様な働き方～　について講演いただき、私自身のキャリア形
成・ワークライフバランスについて考える機会となりました。看護師として様々な働き方をしてみることで、経験や、新し
い発見、私生活を充実させることが出来ることが分かりました。今後のキャリア形成、仕事と私生活どちらも充実出来るよ
うに今回の講演を参考にしていきたいと思います。今回のポリナビワークショップで学んだことを活かしていきたいと思い
ます。

第12回ポリナビワークショップinおおいた

大分県看護連盟青年部の現状
大分県看護連盟ナースフル委員会
Nurse-ful !!とは？
大分県看護連盟では平成20年に若手会員委員会を発足しました。
　目的は
①若い世代の役員を作り、
②連盟活動に若者の考えを入れ、
③若い世代が政治に関わる機会を作ること

私たちの活動を通じて、

「看護（Nurse）の楽しさがあふれる（joy-full）環境を 作りたい」
そんな気持ちを込めて、平成25年度から名称をNurse-full!!としました。

協会と連盟の役割について理解できましたか？ 看護職の国会議員が活躍していることを知って
いましたか？

■理解できた
■理解できなかった

■知っていた
■知らなかった

98％

2％

88％

12％

<アンケート結果>
　回答数　42、回答率　71％

伊東明日香先生と共に

伊東　明日香先生

青年部による出前ポリナビ
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大分県看護連盟からのお知らせ

2023年度　連盟会員を募集しています！
日本看護協会の会員であれば、だれでも自由に連盟会員になれます。

連盟会員　年会費　7,500円
(日本看護連盟5,000円＋大分県看護連盟2,500円）

特 典
・連盟主催の研修会はすべて無料で参加できます。
・日本看護連盟機関誌｢アンフィニ」等の配布
　(施設または個人）　
・看護職国会議員の情報配信等・・・
・賛助会員（会費　１口1,000円）
・学生会員（会費無料）も募集しています。
☆☆　詳細はホームページをご覧ください　☆☆

　あけましておめでとうございます。
　コロナウイルス感染症が依然として猛威をふるう厳しい環境の中、対応されている看護職の皆様に敬意を表し、感謝申し
上げます。昨年は、第 26回参議院議員選挙において、会員の皆様方のご活動やご支援により、友納理緒氏を国政に送るこ
とができました。改めてお礼を申し上げます。引き続き、「れんめい大分」は連盟の活動や様々な情報提供に努めてまいります。
今年も 宜しくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会一同）

編 集 後 記

※新型コロナウイルス感染症等の状況により変更される場合がありますのでご了承ください。

◇広島県看護協会東広島・竹原支部
◇神奈川県立汐見台病院
◇三重県立志摩病院
◇仙台厚生病院
◇土浦協同病院
◇国際親善総合病院
◇愛知県看護連盟総会
　その他多数

2023年度通常総会の日程（予定）

開催日：令和５年６月13日（火）
会　場：ザ・プリンスパークタワー東京

開催日：令和５年６月25日（日）
会　場：大分県看護研修会館　（3F）大研修室

日本看護連盟通常総会

大分県看護連盟通常総会

会員研修会

開催日時：令和５年３月４日㈯

　　　　　13:00～15:30

会　　場：大分県看護研修会館

　　　　　（３F）「大研修室」

講　　師：参議院議員　友納　理緒

テ ー マ：未定
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